
大
横
綱
谷
風
も
か
か
っ
た

野
球
と
ば
く
・
麻
薬
事
件
で
し
ば
ら
く
混
乱

が
続
い
て
い
た
大
相
撲
で
す
が
、
そ
の
後
は
、

横
綱
白
鵬
が
秋
場
所
で
六
十
ニ
連
勝
を
達
成
し
、

十
一
月
場
所
で
双
葉
山
の
六
十
九
連
勝
を
破
る

か
、
楽
し
い
話
題
で
人
気
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
稿
が
出
る
こ
ろ
は
そ
の
結
果
が

出
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
平
成
二
十
二
年
初

場
所
の
十
四
日
目
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
春

場
所
、
夏
場
所
、
名
古
屋
場
所
、
秋
場
所
の
四

場
所
を
連
続
全
勝
優
勝
で
飾
り
、
連
勝
を
続
け

た
の
で
す
か
ら
大
し
た
も
の
で
す
。
筆
者
が
ま

だ
青
年
時
代
の
昭
和
四
十
四
年
、
当
時
の
横
綱

大
鵬
が
や
は
り
連
戦
連
勝
を
続
け
、
四
十
五
連

勝
ま
で
い
き
双
葉
山
の
連
勝
記
録
を
破
る
か
と

期
待
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
白
鵬
が
双
葉
山
を
抜
け
ば
大
相

撲
新
記
録
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実

頃
の
天
明
四
年
(
一
七
八
四
年
)
に
も
大
き
な

流
行
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
天
明
二
年
に
始

ま
っ
た
大
飢
僅
の
真
っ
た
だ
中
、
天
明
三
年
に

は
浅
間
山
が
大
噴
火
し
、
江
戸
の
空
に
も
火
山

灰
が
降
っ
て
く
る
と
い
う
世
情
の
中
で
、
三
万

人
も
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
谷
風
も

。流
行
り

風
邪
ψ

に
か
か
り
、
こ
の
た
め
こ
の

。流
行
り

風
邪
。
は

。谷
風
邪
。
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
谷
風
は
そ
の
後
も
活
躍
を
続
け
、

四
十
四
歳
で
横
綱
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
日
ご

ろ
谷
風
は
「
私
が
土
俵
上
で
倒
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
倒
れ
る
の
は
風
邪
の
時
ぐ
ら
い
だ
」
と

ク
谷
風
邪
タ

参
議
院
議
員

客
員
相
談
役

藤
井

は
江
戸
時
代
に
は
、
も
っ
と
す
ご
い
記
録
が

あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
記
録
は
、
実
に

九
十
八
連
勝
。
今
か
ら
二
百
三
十
年
ほ
ど
前
の

江
戸
時
代
の
大
横
綱
谷
風
梶
之
介
の
樹
立
し
た

も
の
で
す
。
谷
風
は
、
安
永
七
年
(
一
七
七
八
年
)

三
月
場
所
初
日
か
ら
天
明
二
年
(
一
七
八
二
年
)

一
一
月
場
所
七
日
固
ま
で
、
負
け
な
し
で
六
十
三

連
勝
を
記
録
。
こ
の
六
十
三
連
勝
が
谷
風
の
相

撲
史
上
の
公
式
記
録
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
記

録
は
双
葉
山
の
六
十
九
連
勝
に
は
及
ん
で
い
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
当
時
は
、
江
戸
本
場
所
は
年
二

場
所
だ
け
で
、
そ
の
江
戸
本
場
所
で
積
み
上

げ
た
連
勝
記
録
が
六
十
三
連
勝
で
し
た
。
今

日
、
大
相
撲
は
東
京
本
場
所
の
他
、
大
阪
、
名

古
屋
、
福
岡
場
所
も
含
め
六
回
の
本
場
所
が
あ

り
ま
す
が
、
当
時
も
、
江
戸
本
場
所
の
他
に
京

豪
語
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
通
り
、

寛
政
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
谷
風
三
十
五
連

勝
中
、
更
な
る
記
録
に
挑
戦
中
で
し
た
。

昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
世
界
中
を
襲
い
ま
し
た
。
我
が
固
で

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
な
ど
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
の
固
と
比
べ

れ
ば
予
想
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
年
も
、

A
香
港
型
と
い
う
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
十
月
頃
か
ら
始

-生年月日昭和 22年 3月 16日

・選挙区参議院比例区

・当選回数 2回

・出生地岡山県岡山市

・趣 昧音楽・読書

・個人ホームページ

http://www.mfujii.gr.jp/ 
・その他薬学博士・薬剤師

・私の政治信条

私の政策の柱は A(工イジフリー)B (J，リアフ

リー)0 (ドラッグフリー・薬物乱用のない社会)

社会創りです。

高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し

て暮うし、元気で生活を送ることのできる長寿

社会を創るために伺が必要か、を政治活動の根

底においています。

好きな言葉 「昨日の夢は、今日の希望、そして

明日の現実j

・活動報告

参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全

確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、

薬事法改正、薬剤師法改正、クリー二ング業法

改正、国民年金法改正等に関与。

・経歴

昭和37年

昭和40年
昭和44年

昭和44年

平成 9年

平成 9年
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基
之
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都
本
場
所
、
大
阪
本
場
所
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
谷
風
は
、
こ
の
京
都
本
場
所
、
大
阪
本
場

所
の
成
績
も
通
算
す
る
と
九
十
八
連
勝
と
な
る

の
だ
そ
う
で
す
。
谷
風
の
生
涯
記
録
は
優
勝
回

数
二
十
一
回
(
も
ち
ろ
ん
年
二
場
所
の
江
戸

本
場
所
だ
け
で
)
、
通
算
成
績
二
百
五
十
八
勝

十
四
敗
、
生
涯
勝
率
九
十
四
・
六
%
(
大
鵬
は

八
十
三
・
八
%
)
、
二
十
五
年
間
の
土
俵
生
活
で
、

江
戸
本
場
所
四
十
四
場
所
を
つ
と
め
、
そ
の
う

ち
三
十
一
場
所
は
全
勝
と
い
う
大
横
綱
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
横
綱
谷
風
、
寛
政
六
年

(
一
七
九
五
年
)
の
暮
れ
、
江
戸
で
流
行
し
て
い

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
翌
年

一
月
九

日
、
急
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
思
わ
れ
る
。
流
行
り
風
邪
。
が
二
十
三
回

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
谷
風
が
ま
だ
関
脇
だ
っ
た

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
十
一
月
に
は
秋
田
県

の
病
院
で
入
院
患
者
六
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(
二
種
)
の
三
種
(
三
価
)

ワ
ク
チ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
綱
谷
風

梶
之
介
、
身
長
百
八
十
九
側
、
体
重
百
六
十

一
旬、

九
十
八
連
勝
と
土
俵
に
君
臨
し
た
強
豪
で
も
倒

し
て
し
ま
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
皆
様
、
う
が
い
、

手
洗
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
予
防
対
策
を
整
え
、
こ
の
冬
を
元
気
で
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。
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